
大会概要　

本大会は2026年3月、東京で行われる「全国選抜小学生プログラミ

ング大会」（主催：全国新聞社事業協議会）の沖縄地区代表選手選

抜大会です。最優秀発表者は全国大会に派遣されます。往復交通

費、宿泊費は主催者により助成されます。詳しくは右下の QRコー

ドからWebサイトを参照ください。

大会期日　２０２４年 １２月 １４日（日曜）

会　　場　なは市民活動支援センター２ F会議室1

参加方法　個人、団体ともに可。 団体の場合1チーム4人まで

参  加  費　無料

プレゼンテーション

自分で制作したアプリ、映像、ロボット、ドローン、（アイデアのみで

もOK）などについて紹介・説明を自分で撮影し、その動画を事前提

出。動画は３分間以内。事前提出した動画による作品紹介と審査

員による審査を行います。

 主催
 ・デジラボおきなわ実行委員会
　　　（代表企業：株式会社プラズマ）

 共催
  ・琉球大学教育学部 
  ・琉球新報社

後援

 ・沖縄県、沖縄県教育委員会、沖縄県PTA連合会

 ・沖縄県情報産業協会（IIA）
 ・沖縄ＩＴイノベーション戦略センター（ISCO）

 ・在沖米国総領事館（申請中）

 

https://www.digilab.okinawa/

 初心者・初級者向けの

 無料レッスンもあるよ ↓↓

参加登録

はこちら

http://#


TECH
LEARNING
SYMPOSIUM

Dec.14th
10:30-12:30

Sun

次期学習指導要領、情報活用能力、課題解決、探究・創造、

テクノロジーの学びの充実、、、、そこに「道筋」は見えているか？

基調講演とパネルディスカッション

国立教育政策研究所
教育課程調査官
渡邊 茂一 先生

〈演題〉
これからのテクノロジーの
学び 

信州大学教育学部
村松 浩幸 教授

〈演題〉
オモシロイを形に
AI時代のSTEAMの学び

文部科学省学校DX戦略
アドバイザー
平井 聡一郎 氏
〈演題〉
次期学習指導要領に向けて、
今、教育リーダーが知るべき
学びのデザイン

名称　未来のテクノロジー人財創造シンポジウム

期日　2025年12月14日

会場　なは市民活動支援センター２ F会議室1
　　　 那覇市銘苅２丁目３ −１ なは市民協働プラザ  ２階

タイムテーブル
　　　10:30～11：30　基調講演
　　　11:30～12：30　パネルディスカション及び質疑応答

対象　保護者、教育関係者、一般

参加申込　右上のQRコードからイベントWebを参照

QR読み取り、もしくは
こちらをクリック

主催
・デジラボおきなわ実行委員会
　（代表企業：株式会社プラズマ）
共催
・琉球大学教育学部  
・琉球新報社
後援
・沖縄県、沖縄県教育委員会、沖縄県 PTA連合会
・沖縄県情報産業協会（ IIA）
・沖縄ＩＴイノベーション戦略センター（ ISCO）
・在沖米国総領事館（申請中）

http://#

